
建設工事の施工段階に応じた災害発生リスクとその防止対策に関する研究 

 

【研究概要】 

 建設業では施工段階に応じて現場環境が刻々と変化するため、災害の種類および発生リ

スクの変化に応じた適切な安全対策を講じることが重要である。しかし、現場環境に応じた

適切な対策のあり方については、充分な整理ができていない状況にあり、とりわけ中小建設

業者においては、安全衛生管理能力が十分でないため、その向上に向けた情報提供（教育ツ

ールの提供等）が必要と考えられる。 

本研究では、施工段階に応じた災害発生リスクを抽出し、具体的な防止対策のあり方に

ついて、墜落制止用器具を用いた具体的な工法を明らかにすること、ICT技術を用いた新

しい斜面崩壊災害の新しい安全対策の確立およびトンネル工事等で利用される吹き付けコ

ンクリートのあり方について科学的根拠を明らかにすることを目的とする。 



 


